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話の流れ
超対称性によって電弱対称性の破れの起源が理解でき
るならば、ヒッグシーノは軽い。質量はO(100)GeV。

ヒッグシーノとビーノが混ざったニュートラリーノ（暗
黒物質候補）は直接探索実験のよいターゲット

(一部はすでに排除されている）

Focus Point Gaugino Mediation (柳田・横崎）は
これを説明する
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SUSYではなぜnegativeか
なぜ電弱対称性が破れるのか

が説明できる

W = µHuHd



Radiative correctionによって
ヒッグスポテンシャルの２次の項が
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Radiative correctionによって
ヒッグスポテンシャルの２次の項が

negativeになる

ただし超対称粒子が重い場合には、なぜ
電弱対称性の破れのスケールが100GeV
なのかを理解するのは難しい。

一番の難点はHiggs mass!



The Higgs boson mass vs. SUSY

mh~125GeVを説明するにはス
トップの質量項が大きくなくて

はならない
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電弱対称性の破れのスケールがなぜ
~100 GeVなのかを理解できていない
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いいかえると
MildなFine-tuningですむ模型があるか？

EWSB scaleの起源をSUSY 
breakingから理解できるか？

•UV physicsに特別な関係があり、
EWSB scaleがSUSY particle scale
から理解できる。

Focus point!
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“Focus point gaugino mediation”
[Yanagida, Yokozaki ’13]

Very simple

１つのパラメータでFocus pointがき
まる。

M3/M2

Binoの質量はあまり関係ない。



“Focus point gaugino mediation”

gluino massとwino massの比が M3/M2~3/8 ならば
fine-tuningが非常に良くなる。

[Yanagida, Yokozaki ’13]

SUSY particle massはradiative correctionによっ
てGaugino massから与えられる

m2
Hu

(2.5TeV) � �0.006M2
2 for M3/M2 = 3/8
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電弱対称性の破れとそのスケールが説明できる
ことの帰結としてDMになりうる軽いヒッグシ

ーノが予言される
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ここら辺
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DMの残存量は、重い粒子(例え
ばグラビティーノ）からの崩壊
でできるもので説明可能
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[ http://www.pa.ucla.edu/sites/default/files/webform/140226_DM2014_Gaitskell_Review_v06.pdf ]

Xenon1T
DarkSide-G2
LUX-ZEPLIN(LZ)　

将来実験

10-46cm2
はカバーされる

XMASS

http://www.pa.ucla.edu/sites/default/files/webform/140226_DM2014_Gaitskell_Review_v06.pdf
http://www.pa.ucla.edu/sites/default/files/webform/140226_DM2014_Gaitskell_Review_v06.pdf


まとめ
• Focus Point Gaugino Mediationは電
弱対称性の破れを理解するLast hope
かもしれない

•このとき軽いヒッグシーノは予言であ
り、暗黒物質の候補

•暗黒物質直接検出の将来実験では、見
えるか排除される


